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町 の 人 ロ 

(5月1日現在） 

総人口 9, 009人 

男子 4, 230人 

女子 4, 779人 

世帯数 2, 640世帯 
No.1 16号 役場 編集 総務課大谷孝進 町

 
池
 

赤
 

所
 

行
 

発
 

 市場小学校舎落成 

市場小学校の二期工事の校舎がこのほど完成し、子ども達は喜びにわいています。 

一番古い校舎は明治26年4月に建設され、最近特に老巧化が目立ち、県教育委員会か 

ら危険校舎の指定を受け、改築されたもの。 

面積はL998平方米、18教室二期工事の校舎は鉄筋3階建です。この校舎完成で、これ 

までのように、雨や風、寒さにまどわされることなく、のびのびと勉強ができること 

でし
ょう・  〔よろこぴにわく子ども達〕 

毎月第1日曜日は 

交通安全の日です 

交通安全は、家族による話 

しあいが大切です。 

日頃から交通安全について 

の知識を習慣づけることが 

大切です。 

) 
毎月第3日曜日は 

家庭の日です 

この日は一家団らんで家 

族揃って家庭でくつろぎ、 

青少年の考えや、悩みを聞 

いて、明るい、家庭をつく 

り子ども達が健康で明るく 

育つようにつとめましよ 

弘
 

電

話

が

自

動

化

に

 

申

し

込

み

す

で

に

五

〇

〇

本

 

日
本
電
信
電
話
公
社
で
は
、
日
 

本
経
済
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
 

上
を
め
ざ
し
、
電
信
電
話
設
備
拡
 

充
計
画
を
た
て
て
皆
さ
ま
の
ご
要
 

望
に
お
こ
た
え
す
る
よ
う
努
力
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

現
在
の
と
こ
ろ
、
ご
不
便
を
お
 

か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
よ
い
 

よ
自
動
電
話
へ
の
切
り
か
え
を
決
 

定
い
た
し
ま
し
て
来
年
三
月
末
ご
 

ろ
を
目
標
に
そ
の
準
備
を
進
め
て
 

お
り
ま
す
。
自
動
化
に
な
り
ま
す
 

と
こ
れ
ま
で
お
申
し
こ
み
の
電
話
 

は
ほ
と
ん
ど
お
つ
け
で
き
る
ほ
か
 

相
当
広
範
囲
の
都
市
と
の
間
が
市
 

内
通
話
と
同
様
に
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
 

す
だ
け
で
す
ぐ
つ
な
が
る
ダ
イ
ヤ
 

ル
即
時
通
話
に
な
る
な
ど
赤
池
町
 

の
電
話
事
情
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
自
動
電
話
に
切
り
か
え
 

る
た
め
に
は
、
機
械
設
備
の
都
合
 

で
こ
れ
ま
で
の
電
話
番
号
を
全
面
 

的
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
し
、
ま
た
電
話
の
か
け
か
た
が
 

か
わ
っ
た
り
、
料
金
が
度
数
制
に
 

な
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
皆
さ
ま
の
 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
か
ね
 

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
 

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

の
ち
ほ
ど
、
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
 

す
る
こ
と
に
し
ま
す
の
で
今
後
当
 

局
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
は
十
分
ご
 

注
意
下
さ
い
。
 赤

池

郵

便

局

 

金
田
電
報
電
話
局
 

投
票
日
 
6

月
 
27 

日
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
 

投

票

率

が

低

い

参

議

選

 

あ
な
た
の
一
票
で
国
を
さ
さ
え
る
 

各
投
票
所
は
次
の
と
お
り
 

①
第
一
投
票
所
 

赤
池
町
役
場
（
旧
第
二
公
民
 

館） 

②
第
ニ
投
票
所
 

上
野
小
学
校
講
堂
 

⑧
第
三
投
票
所
 

生
活
館
（
東
町
）
 

選
挙
の
で
き
る
人
は
 

で
に
転
入
届
を
し
、
引
き
続
 

い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
 

さ
れ
て
い
る
者
 

〇
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
 

選
挙
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
は
 

赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
 

総
務
課
）
に
お
問
い
合
せ
下
さ
 

〇
昭
和
四
十
六
年
三
月
二
日
ま
 

し
 



』」、 広 報 あ か い け 、
 ' 

か
 

け
 

、
 

し
 

カ、 あ
 

報
 

広
 

⑧
 

議
長
に
 

井
上
牛
之
助
氏
 

副
議
長
に
 

早

麻

豊

氏

 

、 
臨時町議会は5月13日開か 

れ議長に井上牛之助氏が、副 

議長に早麻豊氏が選ばれまし 

た。議長選出後、各常任委員 

の選任に入り、総務、産建、 

厚生の各常任委員も決まり四 

年間地方自治に、責務を果さ 

れます。 

住民の 

代表決る 

4月20日町議会議員の選挙 

が行なわれ十八名の良識ある 

住民の代表者が町議会議員と 

して選ばれました。 

議員は住民の選挙によって選 

ばれ、住民から信託（信用し 

て任せ頼む）をうけ住民の代 

表者として構成します。 

総

務

委

員

会

 
委員長 

池 田 勝 

副委員長 

山 下 次 男 夫
 

員
 

杉
 

委
 
花
 

立
 

員
 

委
 

町

の

 予

算

 

七
億
三
千
百
十
八
万
一
千
円
 

こ

と

し

も

苦

し

い

財

政

 

赤
池
町
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
 

会
計
歳
入
歳
出
予
算
は
「
七
億
111 

千
百
十
八
万
一
千
円
」
こ
の
予
算
 

は
、
わ
た
く
し
達
の
生
活
に
直
接
 

関
係
す
る
も
の
で
、
町
の
台
所
は
 

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
わ
た
く
し
 

達
の
納
め
た
お
金
は
ど
の
よ
う
に
 

使
わ
れ
て
い
る
か
、
皆
さ
ん
に
よ
 

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
建
設
的
な
 

町
づ
く
り
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
 

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
予
算
の
ほ
か
に
、
町
立
病
 

院
や
国
民
健
康
保
険
、
水
道
関
係
 

は
、
特
別
会
計
と
な
り
、
独
立
採
 

算
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

本
年
度
の
財
政
事
情
主
な
も
の
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

国
H
因］ 

△
町
税
 

「
四
三
、
 

ニ
五
一
千
 

円
」
、
種
目
別
に
見
ま
す
と
、
 

町
民
税
 

】
O
、
六
九
二
千
円
 

固
定
資
産
税
 

一
六
、
四
七
〇
千
円
 

軽
自
動
車
税
 二

、
四
〇
七
千
円
 

た
ば
こ
消
費
税
 

九
、
八
二
六
千
円
 

電
気
ガ
ス
税
 三

、
O
九
九
千
円
 

鉱
産
税
 

七
五
六
千
円
 

木
材
取
引
税
 

一
千
円
 

△
自
動
車
取
得
税
交
付
金
 

「
四
、
七
〇
一
千
円
」
 

△
地
方
交
付
税
「
ニ
〇
六
、
O
〇
 

〇
円
」
こ
の
税
は
所
得
税
、
法
 

交
 

利
 

田
 

池
 

人
税
、
酒
税
の
収
納
済
み
歳
入
 

額
か
ら
一
定
の
割
合
で
経
済
力
 

の
地
方
的
差
異
に
よ
る
地
方
財
 

政
の
不
均
衡
（
ふ
き
ん
こ
う
）
 

を
国
が
町
村
に
是
正
 
（
ぜ
せ
 

い
）
し
よ
う
と
し
て
地
方
公
 

共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
も
の
 

△
分
担
金
及
び
負
担
金
 

「
四
、
八
八
〇
千
円
」
こ
れ
は
 

国
又
は
市
町
村
が
国
の
事
業
ま
 

た
は
市
町
村
の
事
業
に
要
す
る
 

経
費
の
全
部
ま
た
は
、
一
部
を
 

負
担
す
る
場
合
の
金
銭
負
担
を
 

負
担
金
と
い
い
老
人
ホ
ー
ム
へ
 

交
付
さ
れ
ま
す
。
 

△
使
用
料
及
び
手
数
料
 

「
四
、
一
〇
五
千
円
」
町
民
の
 

方
が
次
の
施
設
を
利
用
し
た
り
 

証
明
書
な
ど
を
交
付
し
た
時
の
 

使
用
料
で
す
。
 

町
営
住
宅
、
公
民
館
、
火
葬
 

場
、
道
路
、
そ
の
他
の
使
用
料
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

△
国
庫
補
助
金
 

「
二
〇
四
、
四
三
八
千
円
」
 

国
が
次
の
事
業
に
対
し
て
負
担
 

し
た
り
、
補
助
す
る
も
の
。
 

民
生
、
労
働
、
衛
生
、
教
育
特
 

に
、
老
人
健
康
福
祉
、
児
童
福
 

祉
、
失
業
対
策
、
同
和
地
区
改
 

善
事
業
、
不
良
環
境
地
区
改
善
 

事
業
、
緊
急
就
労
対
策
事
業
、
 

産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
、
公
 

営
住
宅
建
設
、
同
和
住
宅
建
設
 

改
良
住
宅
建
設
、
上
野
小
学
校
 

体
育
館
建
築
、
小
中
学
校
費
 

厚

生

委

員

会

 
委 員 

太 田 勝 治 

'' 委
 

義
 

美
 

宗
 

定
 

委員長 

十 時 募 

副委員長 

西 村 正 人 

委 員 

宇都宮 重 次 

産
炭
地
域
振
興
臨
時
交
付
金
 

△
県
補
助
金
 

「
一
八
一
、
四
七
一
千
円
」
 

県
が
次
の
事
業
に
対
し
て
負
担
 

し
た
り
、
補
助
す
る
も
の
。
 

老
人
福
祉
、
同
和
地
区
改
善
事
 

業
、
同
和
対
策
，
同
和
住
宅
、
 

同
和
地
区
道
路
、
地
方
統
一
選
 

挙
費
な
ど
。
 

△
諸
収
入
コ
ー
ー
、
二
九
〇
千
円
 

鉱
害
復
旧
事
業
団
交
付
金
な
 

ど。 

△
町
債
 

「
一
五
七
、
八
五
O
千
 

円
」
こ
れ
は
町
が
い
ろ
い
ろ
な
 

事
業
を
す
る
た
め
国
か
ら
借
り
 

る
も
の
。
 

各
費
目
の
な
か
に
職
員
の
給
与
 

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

△
総
務
費
 
庶
務
関
係
及
び
税
務
 

関
係
課
の
経
費
が
主
で
選
挙
統
 

計
そ
の
他
の
経
費
と
な
っ
て
い
 

員
 

委
 

男
 

隆
 

津
 

船
 

委 員 

井 上 牛之助 勇
 

員
 

委
 
田
 

浦
 

産

業

建

設

委

員

会

 

委員長 

小 松 政 清 

副委員長 

字 野 清 友 

ま
す
。
 

△
議
会
費
 
議
会
運
営
に
必
要
な
 

経
費
で
す
。
 

△
民
生
費
は
老
人
ホ
ー
ム
管
理
費
 

社
会
福
祉
費
、
国
民
年
金
事
務
 

費
、
児
童
福
祉
費
な
ど
の
費
用
 

で
す
。
 

△
衛
生
費
 
保
健
衛
生
関
係
の
事
 

務
費
や
予
防
、
清
掃
費
な
ど
が
 

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

△
労
働
費
 

一
般
失
業
対
策
で
、
 

一
般
失
対
登
録
者
を
町
内
の
事
 

業
に
就
労
さ
せ
る
事
業
費
や
緊
 

急
就
労
対
策
事
業
費
、
即
ち
炭
 

鉱
離
職
者
が
年
間
就
労
す
る
事
 

業
費
な
ど
の
費
用
を
計
上
し
て
 

い
ま
す
。
 

△
農
林
水
産
業
費
 

こ
の
予
算
は
 

農
業
委
員
会
費
の
事
務
費
や
、
 

農
業
振
興
費
、
同
和
対
策
費
の
 

う
ち
か
ん
が
い
排
水
改
良
工
事
 

溜
池
改
良
工
事
、
農
機
具
格
納
 

写真は、原田町～堀田間の舗装工事が完成しました。 

この事業は赤池町が過疎地域に国から指定を受け、そ 

の一環として施工されたものです。 

豊
 

員
 

委 

早 麻 

員
 

委
 

作
 

亀
 

田
 

太
 

委 員 

伊 川 重 彦 

委 員 

小 松 千太郎 

（
敬
称
略
順
不
同
）
 

じ
ん
肺
無
料
 

検
診
を
実
施
 

炭
坑
に
勤
め
て
い
た
間
は
毎
年
 

集
団
検
診
が
行
わ
れ
「
じ
ん
肺
」
 

rF
に
な
っ
て
も
発
見
で
き
易
か
っ
 

庫
建
築
費
、
共
同
農
業
作
業
所
 

建
築
費
な
ど
 

△
商
工
費
 
商
工
業
育
成
の
た
め
一
 

の
事
務
費
や
補
助
金
、
助
成
金
 

等
が
主
で
す
が
、
こ
の
他
に
観
 

光
促
進
の
た
め
の
経
費
も
計
上
 

し
て
い
ま
す
。
 

△
土
木
費
 
町
道
関
係
の
維
持
費
 

及
び
町
営
住
宅
や
向
和
住
宅
．
 

改
良
住
宅
費
こ
の
他
に
過
疎
対
 

策
事
業
、
寺
ケ
谷
ー
小
路
、
 

線
の
道
路
工
事
費
な
ど
を
計
上
 

し
て
い
ま
す
。
 

△
消
防
費
 
消
防
関
係
に
必
要
な
 

経
費
や
、
災
害
特
別
警
戒
出
動
 

費
や
消
防
施
設
費
、
田
川
地
区
 

消
防
組
合
負
担
金
前
期
分
な
ど
 

た
の
で
す
が
、
炭
坑
も
閉
山
に
な
 

り
集
団
検
診
も
殆
ん
ど
あ
り
ま
ぜ
 

ん。 と
こ
ろ
が
「
じ
ん
肺
」
 
に
侵
さ
 

れ
て
い
る
も
の
は
除
々
に
肺
機
能
 

が
弱
く
な
り
年
月
を
経
て
悪
化
す
 

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
結
核
の
合
 

併
病
と
い
う
例
が
た
く
さ
ん
出
て
 

い
ま
す
。
 

じ
ん
肺
の
専
門
的
な
医
師
が
少
 

な
い
こ
と
も
あ
り
、
は
っ
き
り
し
 

な
い
ま
ま
療
養
さ
れ
て
い
る
場
合
 

が
多
い
よ
う
で
す
。
 

じ
ん
肺
は
四
病
度
の
認
定
を
う
 

け
ま
す
と
「
業
務
上
の
疾
病
」
と
 

し
て
労
功
者
災
害
補
償
法
（
労
 

災
）
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

そ
の
後
三
年
経
っ
て
も
尚
療
養
 

の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
ら
四
病
度
 

で
な
く
な
っ
た
と
決
定
さ
れ
る
ま
 

で
事
期
傷
病
患
者
と
し
て
扱
わ
れ
 

こ
の
場
合
も
、
労
災
同
様
「
療
養
 

補
償
」
と
「
長
期
傷
病
給
付
年
金
 

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

労
災
法
の
適
用
で
「
少
し
で
も
 

安
心
し
て
療
養
す
る
よ
う
に
、
昭
 

和
四
十
五
年
じ
ん
肺
結
核
専
門
が
 

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

日
時
は
未
定
で
す
が
、
七
月
に
 

実
施
が
予
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
友
 

人
等
の
中
に
そ
う
思
わ
れ
る
方
が
 

あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
へ
ご
連
絡
 

下
さ
い
。
 

赤
池
町
役
場
民
生
課
又
は
田
川
 

市
東
区
松
原
東
雲
町
の
四
 

西
村
盛
次
あ
て
に
ご
連
絡
下
さ
 

い。 
が
主
な
経
費
で
す
。
 

△
教
育
費
 
学
校
関
係
の
管
理
費
 

や
、
社
会
教
育
費
、
公
民
館
費
 

こ
の
ほ
か
に
学
校
建
築
費
、
給
 

食
セ
ン
タ
ー
建
築
費
、
上
野
小
 

学
校
体
育
館
建
築
費
な
ど
が
計
 

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

△
公
債
費
 
町
が
事
業
を
す
す
め
 

る
た
め
、
国
か
ら
借
り
た
お
金
 

を
年
間
償
還
す
る
た
め
の
元
金
 

と
利
子
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
 

す。 

△
予
備
費
 
各
課
の
補
足
的
な
予
 

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

〇
町
の
総
予
算
か
ら
見
た
 
住
民
 

一
人
当
り
の
予
算
約
八
万
一
千
円
 

歳 入 

歎 本年度予算額 

町 税 

地方交付税 

自動車取得税 

分担金及び 
負 担 金 

使用料及び 
負 担 金 

国庫支出金 

県支出金 

財産収入 

寄 附 金 

繰 越 金 

諸 収 入 

町 債 

計 

一

 

251
q

 

,

0

0

0

 

701 

880 

971 

,

4

3

8

 

471 
,

~

5

7

 

25~
 
22 

,

2

9~
 

,

8

5~
 

181 

43 

20 

4
 
4
 

4
 
204 

81 

2
 

21 

157 

731 

歳 出 

歎 金 額 補助金 

議 会 費 

総 務 費 

民 生 費 
衛 生 費 

労 功 費 

農林水産費 

商 工 費 

土 木 費 

消 防 費 

教 育 費 

災害復旧費 

公 債 費 

諸支出金 

予 備 費 

計 

14,670青 

60,589 

128, 722 

12, 198 

89,096 

46,413 

2, 166 

185, 760 

12.280 

113, 175 

1 

24,789 

33,322 

8,000 

731,181 

0青 

2,229 

73,710 

1, 544 

55,816 

22,762 

0 

91,242 

0 

12,904 

0 

0 

0 

0 

260,207 

、
ー
‘
'
L
I
・‘・（ー 



」

、

 

け
 

広 報 あ か い か
 

あ
 

ひ

く

い

電

話

の

加

入

数

 

田
川
市
郡
の
電
話
加
入
数
の
比
 

率
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
 

来
年
三
月
に
は
今
の
呼
び
出
し
 

電
話
か
ら
、
ダ
ィ
ャ
ル
式
に
変
わ
 

り
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。
 

電
話
で
話
す
時
は
相
手
の
顔
や
 

態
度
は
見
え
ま
せ
ん
。
よ
く
会
社
 

や
、
テ
レ
ビ
の
番
組
で
、
く
わ
え
 

タ
バ
コ
や
、
机
に
腰
掛
て
通
話
し
 

た
り
、
長
話
し
を
す
る
人
を
よ
く
 

見
か
け
ま
す
。
 

電
話
は
正
し
い
姿
勢
で
、
簡
単
 

に
大
体
三
分
以
内
で
通
話
を
終
え
 

次
の
人
に
ゆ
ず
る
心
が
け
が
大
切
 

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

又
取
場
で
の
取
員
敬
称
は
略
し
 

た
い
。
 

取
員
が
席
か
ら
離
れ
て
い
る
と
き
 

に
耳
に
す
る
こ
と
は
 
「
い
ま
せ
 

ん
」
と
答
え
ま
す
が
、
 

「
席
を
は
 

ず
し
て
い
る
」
と
答
え
る
べ
き
で
 

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

赤
池
町
の
電
話
加
入
数
は
（
二
 

五
五
）
で
三
月
か
ら
ダ
イ
ャ
ル
式
 

に
な
る
た
め
、
た
だ
今
申
し
込
ん
 

で
い
る
本
数
は
約
五
〇
〇
本
、
ダ
 

イ
ヤ
ル
式
に
な
る
と
町
の
電
話
加
 

入
者
数
は
約
八
〇
O
本
ぐ
ら
い
に
 

な
り
ま
す
。
 

町村別電話加入数 

町村名 世帯教 加入数 

町
町
町
町
村
町
町
町
市
町
 

田
崎
春
任
 
田
城
田
川
池
 

添
川
香
大
赤
糸
方
金
田
赤
 

4.903 
7292 
4.017 
1 .759 
917 

2.748 
2.066 
2.166 
19.017 
2.648 

980 
1.183 
1.208 
194 
84 
346 
286 
446 

5.711 
255 

一＼麟）引一 

恒
例
の
町
民
体
育
祭
は
五
月
晴
 

れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
終
日
楽
し
い
 

体
育
の
祭
典
を
く
り
広
げ
ま
し
 

た。 中
で
も
最
大
の
よ
び
も
の
対
抗
 

リ
レ
1
は
今
年
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
 

に
ト
ロ
フ
イ
ー
の
贈
呈
も
あ
り
一
 

層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

対
抗
リ
レ
ー
の
成
績
は
次
の
通
 

り
で
す
。
 

保
育
園
対
抗
 

一
位
上
野
保
育
園
、
二
位
赤
池
保
 

育
園
、
三
位
市
場
保
育
園
 

子
供
会
対
抗
リ
レ
ー
 

ー
位
大
和
町
子
供
会
、
二
位
八
区
 

子
供
会
、
三
位
伏
原
子
供
会
 

職
場
対
抗
リ
レ
ー
 

ー
位
役
場
チ
ー
ム
、
二
位
赤
池
い
 

も
の
、
三
位
筑
豊
セ
ン
イ
 

公
民
舘
対
抗
り
レ
ー
 

ー
位
 

草
場
公
民
舘
 

二
位
 
上
野
一
区
 

三
位
 
県
営
伏
原
 

婦

人

会

を

結

成

 

県

営

伏

原

 

県
営
伏
原
、
 

（
公
民
舘
長
大
井
 

清
人
氏
）
に
こ
の
ほ
ど
婦
人
会
が
 

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
は
昭
和
四
十
ニ
年
に
 

住
宅
が
建
築
さ
れ
、
い
ち
早
く
青
 

少
年
教
育
に
手
を
つ
け
、
今
日
ま
 

で
地
味
な
活
動
を
続
け
て
来
ま
し
 

た。 し
か
し
公
民
舘
は
組
織
の
再
編
 

成
時
期
に
あ
り
ま
す
。
 

婦
人
会
結
成
で
教
養
を
み
が
き
 

相
互
の
連
け
い
を
図
り
、
融
和
を
 

保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
 

す
。
県
営
伏
原
の
こ
ん
後
の
活
や
 

く
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

鉄

道

妨

害

防

止

運

動

 

は
 
じ
 
ま
 
る
 

六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
 

で
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
が
実
施
さ
 

れ
ま
し
す
。
直
方
鉄
道
公
安
室
で
 

は
運
動
期
間
中
「
事
故
の
な
い
、
 

明
る
い
筑
豊
へ
」
を
念
願
に
次
の
 

四
つ
の
合
言
葉
を
指
導
目
標
に
、
 

鉄
道
公
安
取
員
を
動
員
し
て
事
故
 

防
止
と
取
締
り
を
実
施
い
た
し
ま
 

す
が
な
に
よ
り
も
地
域
住
民
の
方
 

々
の
ご
理
解
と
ご
援
助
な
し
で
は
 

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
 

六

月

の

衛

生

行

事

 

日
本
脳
炎
が
や
っ
て
く
る
 

み
ん
な
で
防
ご
う
。
そ
れ
は
接
種
 

す
る
こ
と
、
自
分
の
た
め
で
す
。
 

予
防
接
種
を
さ
れ
た
方
は
昨
年
 

は
町
民
の
 50 

％
し
か
接
種
し
て
お
 

り
ま
せ
ん
．
こ
と
し
は
ぜ
ひ
接
種
 

さ
れ
る
よ
う
、
係
で
は
呼
び
か
け
 

て
い
ま
す
．
 

昨
年
ま
で
は
料
金
は
有
料
で
し
 

た
が
、
本
年
度
は
タ
ダ
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
．
 

と
 
き
 
六
月
＋
一
日
 

と
こ
ろ
 
八
区
公
民
館
 

対
象
者
 
六
、
七
支
所
住
民
 

と
 
き
 
六
月
＋
四
日
 

と
こ
ろ
 
八
区
公
民
館
 

対
象
者
 
八
支
所
住
民
 

と
 
き
 
六
月
十
五
日
 

と
こ
ろ
 
役
場
 

対
象
者
 

と
 
き
 
六
月
十
六
日
 

と
こ
ろ
 

対
象
者
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

対
象
者
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

対
象
者
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

対
象
者
 

と
 
き
 

九
区
公
民
館
 

一
般
 

六
月
＋
七
日
 

九
区
公
民
館
 

一
般
 

六
月
十
八
日
 

高
尾
公
民
館
 

一
般
 

ー
ハ
月
一
一
十
一
日
 

伏
原
公
民
館
 

一
般
 

六
月
ニ
十
ニ
日
 

と
こ
ろ
 

対
象
者
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

対
象
者
 

と
 
き
 

と
こ
ろ
 

生
活
館
（
東
町
）
 

十
九
、
二
十
、
二
十
一
 

支
所
住
民
 

ー
ハ
月
一
一
十
一
ニ
日
 

生
活
舘
（
東
町
）
 

二
十
二
、
三
支
所
住
民
 

六
月
二
＋
九
日
 

役
場
 

対
象
者
 
も
れ
た
人
 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
lI1 

十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

料
金
 

無
 
料
 

ん。 
つ
い
て
は
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

四
つ
の
合
言
葉
 

〇
踏
切
で
は
一
旦
停
止
、
左
右
確
 

認
し
て
通
る
 

〇
線
路
で
は
あ
そ
ば
な
い
。
 

〇
線
路
を
通
ら
な
い
 

〇
列
車
に
物
を
投
げ
な
い
。
 

県

職

員

採

用

試

験

 

試
験
の
区
分
は
、
法
律
、
経
済
 

社
会
福
祉
、
学
校
事
務
、
土
木
、
 

建
築
、
機
械
、
化
学
、
農
業
、
農
 

業
土
木
、
林
業
、
畜
産
、
水
産
、
 

心
理
判
定
、
以
上
は
上
級
 

保
母
、
農
業
、
以
上
中
級
 

受
験
資
格
 
昭
和
十
七
年
四
月
 

二
月
か
ら
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
 

で
に
生
ま
れ
た
者
（
上
級
）
中
級
 

は
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
者
 

受
付
期
間
 
六
月
二
十
一
日
か
 

ら
七
月
五
日
ま
で
、
・
く
わ
し
い
事
 

は
役
場
総
務
課
へ
。
 

汐
干
が
り
の
最
適
な
時
間
は
、
 

干
潮
時
間
の
二
時
間
前
か
ら
堀
る
 

の
が
理
想
的
で
す
。
 

潮
 

ど
 

き
 

~ 5 月 満 潮 干 潮 

『4
‘
ー
。
乙
3
4
 

'
'
h
乙
り
乙
〔
乙
h
z
 

曜
月
火
水
木
 

為
鷲
畑
 

午前 
7.00 
8.00 
8.50 
9.30 

午後 
20.50 
21.40 
22.20 
23.00 

午前 
1一30 
2.00 
3.00 
3.40 

午後 
14.00 
14.40 
15.20 
16.00 

7 月 満 潮 干 潮 

［口 9876

曜
火
水
木
金
 

為
畑
鷲
 

午前 
6
.5
0 

7
.4
0 

8
.2
0 

9
.0
0 

午後 
20.40 
21.20 
22.00 
22.30 

午前 
1 .20 
2.10 
3.00 
3.30 

午後 
13.50 
14.30 
15.00 
16.00 

俳
 

句
 

禅
堂
の
庇
は
深
し
蟻
地
獄
 

池
田
 
紫
酔
（
吉
六
）
 

流
れ
あ
る
所
か
な
ら
ず
落
椿
 

池
田
 

一
歩
（
利
文
）
 

川
た
け
も
袋
に
少
し
わ
ら
び
狩
 

池
田
 
駒
女
（
澄
子
）
 

揚
雲
雀
空
の
蒼
さ
の
極
ま
れ
り
 

中
村
 
青
甫
（
市
郎
）
 

空
豆
の
花
う
つ
む
き
に
蝶
さ
そ
ふ
 

大
久
保
昭
女
（
昭
子
）
 

山
車
唯
子
つ
と
止
み
離
合
 

は
じ
ま
り
し
 

桑
野
 
園
女
（
そ
の
）
 

い
さ
ぎ
よ
く
散
り
ゆ
く
も
の
に
 

山
桜
 

田
沖
み
さ
を
（
水
樟
）
 

病
み
し
子
と
祭
の
笛
を
 

聞
い
て
を
り
 

日
永
田
桜
ン
坊
（
益
男
）
 

硫
黄
噴
く
岩
山
草
て
萌
え
が
た
く
 

藤
井
 
公
樹
（
公
夫
）
 

牡
丹
散
る
花
の
重
み
に
 

耐
え
か
ね
て
 

池
田
 
秀
美
（
私
美
）
 

花
御
堂
花
の
か
ず
か
ず
飾
ら
れ
し
 

」
禾
 
春
翁
（
春
男
）
 

読
み
す
、
み
す
、
み
葺
を
 

ふ
く
み
を
り
 

下
田
水
心
子
（
昭
市
）
 

報
 


